
製品の特長:

•	包括的なウェブ2.0ベースの各RFメトリッ
クの含まれた、リアルタイム、ヒストリカルパ
フォーマンストレンドダッシュボードビュー

•	リアルタイム、ヒストリカルRF視聴化によ
るリモート管理、オンサイト出張サービス
費用の削減

•	現状、ヒストリカル無線端末メトリックをイ
ベント発生時間に遡り確認できるため迅速
な問題対応が可能

•	モバイル端末向けのカスタマイズされたダ
ッシュボードによりいつでもどこからでもア
クセスし無線LANネットワークを管理

•	統合された不正AP検知情報によるエンタ
ープライズセキュリティー強化

•	無線LANネットワーク監査、エンタープラ
イズレポート要求に対応した様々なレポー
ト生成

•	アラーム、イベントのカスタマイズ通知に
よる事前監視、トラブルシューティング円滑
化を促進

•	エンタープライズ規模の拡張性により最
大25,000台のアクセスポイントを管理

合理的な管理システムにより生産性を向上  
業務上クリティカルな無線LANネットワークを導入するにあたり、ネットワーク通信品質、信頼性は重要な要素です。特に、キ
ャンパスワイド、何百台ものアクセスポイントによりグローバルにカバーするネットワークでは、通信品質、信頼性がより重要にな
ります。Meru E（z）RFネットワークマネージャは、Meruコントローラとアクセスポイントの監視、RF視覚化、トラブルシュート、
また、無線LANネットワーク管理においてインテリジェントかつ生産性の高い運用管理を拡張性高く提供できるソリューショ
ンです。ユーザインターフェースは特徴的にデザインされており、各種情報を表示し、ネットワーク管理者の確認したい内容
が簡単な操作で関連して表示されます。

包 括 的なパフォーマンス 
ダッシュボード

グローバルダッシュボードは、
様 な々無線LANの統計サマ
リ情報をひとまとめに表示しま
す。情報には、パフォーマンス
ディストリビューション、ネットワ
ーク単位またはコントローラ単
位のトレンド履歴等が挙げら
れます。コントローラのユーザ
インターフェースもE（z）RFネ
ットワークマネージャに統合さ
れており、特定端末へのナビ
ゲーションもより簡素化されて
います。

ヘルプデスク － 端末トラブルシューティング

端末（ステーション）ダッシュボードは、対応優先度の決定や無線端末の問題等のヘルプデスク業務をより簡素化します。例
えば、特定の無線端末において、特定時間のキーイベント、トレンドを端末履歴にて確認することが可能です。端末ダッシュ
ボードにより過去のイベント状況が再確認できるため、無線端末の問題をより迅速に解決に向けて対応することが可能で
す。

 

図1：E(z)RFネットワークマネージャ トレンドダッシュボード

Meru Networks® E（z）RFTMネットワークマネージャ2.0は、Meru Networks製品の802.11ネットワークにおけるインテ
リジェントな統合ネットワーク管理システムです。E（z）RFネットワークマネージャはE（z）RFロケーションマネージャを含む
E（z）RFアプリケーションスイート製品群の一部であり、あらゆる規模のエンタープライズ無線ネットワークにおいて、ワイヤ
レスパフォーマンスダッシュボード、RF視覚化、集中監視、プロアクティブトラブルシューティング、障害管理、レポート等の
機能を提供します。

Meru E（z）RFネットワークマネージャのWEB2.0ベースグラフィカルユーザインターフェイスは、Meruコントローラのイン
ターフェースと密に統合されており、作業を簡略化し、運用管理におけるトータルコストを削減します。また、拡張可能な
Meruサービスアプライアンス（SA1000）プラットフォーム上で動作し、埋め込まれたリレーショナルデータベースと連携す
ることにより、何百台ものコントローラや何千台ものアクセスポイントの大規模無線LANネットワークの管理を可能にしま
す。より高度な相関的統計や推定診断ツールにより、システムはエンドユーザ申告より前に異常を検知し、ネットワークイベ
ントの迅速なトラブルシューティングを可能にします。

SA1000のアドオン・アプリケーションであるE（z）RF OnTheGo（オン・ザ・ゴー）は、モバイルデバイスにカスタマイズされた
E（z）RFネットワークマネージャを提供します。E（z）RFオン・ザ・ゴーを使用すれば、いつでも、どこからでも無線LANを
管理することができます。
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コンテキスト情報に応じた

検索ナビゲーションとイベントフィルタ

E（z）RFネットワークマネージャのユーザインターフェース
は、強力な検索メカニズムを組んでおり、検索結果から関連
した情報リンクにナビゲートし適切な操作を提供します。検
索メカニズムは様 な々フィルタとキーワード検索を含みます。
アドバンスイベントフィルタは、素早い解析に必要な特定情
報にたどりつくことを可能にします。

不正AP検知によるセキュリティー強化

サーベイツールを持参し、作業員を派遣し不正
APを特定するのではなく、ネットワーク管理者
は、E（z）RFネットワークマネージャを利用するこ
とで、リモート拠点の不正APを確認し、撤去を依
頼、後に撤去作業をすることができます。これらの確認は、すべてリアルタイムに集中管
理しているE（z）RFネットワークマネージャ管理画面にて作業します。IT管理者は、一
般的なブラウザを介しE（z）RFネットワークマネージャのユーザインターフェースにアク
セスすることができます。

エンタープライズにおける拡張性

E（z）RFネットワークマネージャは、拡張性に優れており何百というコントローラ、何千と
いうアクセスポイントの管理ができます。E（z）RFアプリケーションサーバは、3層構成を
組んでおり、無線LANの成長に伴い簡単に移行、拡張ができます。最終的には、この
システムは複数のあらゆる拠点で利用されているMeruコントローラに接続された最大
25,000台のアクセスポイントを管理する拡張性を持っています。

リアルタイムにRF視聴化

無線LANネットワーク管理において重要なのは、リアルタイムにRF環境の視聴化を可
能にすることです。Meruコントローラは、すべてのアクセスポイント、無線端末のRFデ
ータをリアルタイムデータベースに蓄積、管理しながら、E（z）RFネットワークマネージャ
はコントローラと通信し蓄積されたデータにアクセスします。データには、無線スループッ
ト、RFリトライ、チャネル使用率や帰属情報等が含まれます。E（z）RFネットワークマネ
ージャは、過去の無線スループット、RFリトライ、チャネル使用率や帰属情報等も保持
するため、ネットワーク管理者は物理的なエリアの無線キャパシティ問題を迅速に視聴
化し確認することが可能です。ネットワーク管理者が物理的に特定エリアに出向きオン
サイトでの環境調査を行わなくても確認が取れるため効率性が高まり、業務を簡素化
させることができます。

モバイル端末からオンザゴーによる管理

E（z）RFオン・ザ・ゴーは、E（z）RFネットワークマネージャアプリケーションをモバイル端
末用にカスタマイズしたものです。ネットワークサマリーダッシュボードを提供し、その画
面から各コントローラ情報を掘り下げてコントローラダッシュボードやアラームダッシュボ
ードが確認できるので、管理者はいつでも、どこからでもネットワーク管理を行うことが
できます。

図2：E(z)RFネットワークマネージャ視覚化チャート

図3：E(z)RFオン・ザ・ゴー
アップルiPhoneサマリダッシュボード 
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図4：Meru E(z)RFネットワークマネージャ
　　一般的な導入例



E（z）RF
ネットワークマネージャ2.0

グラフィカル・ユーザ・インタフェース 障害管理

統計情報‐ディストリビューション・トレンドダッシュボード

レポート

検　索

アドミニストレーション

ステーショントレンドダッシュボード

スケーラビリティ

パフォーマンス視覚化

スペック

機  能 内  容
コンテキストベース関連情報と
アクション

・マウスカーソルでのツールヒントによる詳細表示
・右クリックにて操作オプションを提供

オールウェイズ・オン・サマリー
（常時表示サマリー）

・コントローラ（オンライン、オフライン表示）
・AP（オンライン、オフライン表示）
・クライアント
・SIPレジスター音声端末
・不正AP
・アラームカウント ‐ Critical、Major、Minor
・ネットワークマネージャメトリック‐CPU、メモリ、アップタイム

ネットワークコンテキストナビゲーション ・トポロジー内の論理ネットワークデバイス情報

機  能 内  容
イベントビューア ・ イベントのヒストリーの詳細

・ 複数カテゴリーごとの検索・ソート
・ 複合パターンマッチによる高度なフィルタ

アラームダッシュボード ・ ディストリビューション
‐カテゴリー
‐重大度

機  能 内  容

ダッシュボードタイプ
・ネットワークディストリビューション
・ネットワークトレンド
・コントローラ

コントローラ障害 ・Critical・Major アラートが発生しているコントローラ表示

ディストリビューション・トレンドダッシュボー
ドのパフォーマンスメトリック

・スループット
・クライアント
・オンラインAP
・オフラインAP
・通話中の通話数
・SIPレジスター音声端末
・Critical アラーム
・高いノイズを検出した無線インターフェース数
・高いリトライレートを検出した無線インターフェース数
・高いリトライレートを検出した端末数
・弱い信号強度と判別した端末数
・不正AP数

設定可能なトレンド範囲 ・ネットワーク、コントローラ単位にて1時間から48時間

機  能 内  容
インスタント・スケジュールレポート ・ スタート・エンドタイム設定が可能

・ 日、週、月毎のスケジューリングが可能
多様なレポートタイプ ・ グローバル統計レポート

・ インベントリーレポート
・ コントローラ毎統計レポート
・ アラームと不正レポート
・端末詳細レポート

機  能 内  容
キーワード検索 ・ 部分語検索

・ インベントリー、アラーム、設定、端末等フィルタ検索
・ サマリーと関連リンク結果

機  能 内  容
通　知 ・ 通知プロファイル設定

・ 特定アラーム用のカスタマイズフィルタ
バックアップ ・ バックアップスケジュール‐日、週毎

機  能 内  容
ヘルプデスクインターフェース ・MACアドレス、ユーザ名、または、特定時間内の

　端末情報を表示

・端末のスループット、シグナル品質、リトライ、
　エアータイム消費率、イベントチャート

イベント詳細 ・特定時間内の全端末のイベントヒストリー表示
イベントヒストリー ・端末ヒストリーについて

‐接続時間
‐接続持続時間
‐接続中AP情報
‐コントローラ情報
‐BSSID
‐レイヤー2状態表示
‐レイヤー3状態表示
‐Rxスループット
‐Txスループット

端末接続中AP分布 ・フロアーマップ上の接続中のAPを表示

機  能 内  容
拡張性あるエンタープライズクラス
アーキテクチャ

・ AP25,000台まで拡張可能

アラームダッシュボード ・ ディストリビューション
‐カテゴリー
‐重大度

フィルタ設定 ・ チャネル
・ 壁表示
・ フロア表示

機  能 内  容
マップ管理 ・ 地図ナビゲーション作成

・ 各レベルでマップをロード
・ 特定ロケーションにAPをドラッグアンドドロップ
・ 視聴化するAPを設置固定
・ マルチキャンパス・ビル・フロアの階層化をサポート

リアルタイム・指定時間ヒートマップ ・ パフォーマンスメトリックス
‐スループット
‐リトライ
‐チャネル使用率
‐帰属端末

フィルタ設定 ・ チャネル
・ 壁表示
・フロア表示

項 目 仕 様
SA1000仕様 ・ 電源二重化

・ 交換可能ハードディスク（RAIDサブシステム 2500GB）
・ Core 2 Duoプロセッサー

パッケージ要件 ・ 2イーサーネットケーブル
・ DB9シリアルケーブル
・ 電源ケーブル2本
・ ドキュメントディスク
‐E（z）RFネットワークマネージャ2.0 Getting Started Guide
‐E（z）RFネットワークマネージャ2.0 リリースノート
‐E（z）RFネットワークマネージャ2.0 User Guide

サポートするブラウザ ・ ブラウザ :Internet Explorer 7.x
　またはMozilla Fire Fox 3.x

サポートするコントローラ ・ Meru Networksコントローラ :
　MC5000,MC4100,MC3000, MC1000

技術仕様

製品仕様
サービスアプライアンス（SA1000）にて運用されるMeru E（z）RF
ネットワークマネージャの製品仕様を下表に示します。
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